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🗻子年から丑年へ🎍 
  

 今年の干支は、十二支の一番目である子年(ねどし)です。 

その新しいサイクルの初めの年が、新型肺炎コロナウイルスに 

よって、全世界が我慢を強いられる年となりました。 

３月には、次々とロックダウンする国が増えて、世界中で人の 

移動がストップし、街は閑散としてしまいました。 

これまで、子年は新しい運気の始まりで「子孫繁栄の象徴」と 

され、株式市場でも「子年は繁栄」と言われていました。 

しかし、今年予定していた東京オリンピック・パラリンピック 

は延期、他にも多くの大会・祭り・行事は中止となりました。 

その結果、３月の株式市場は大暴落をしてしまいました。 

特に、航空・鉄道の旅客業の落ち込みは大きく、関連する業界 

は、今でも低迷しています。 

一方、ワクチンを開発した製薬会社をはじめ、情報通信や電気 

機器産業、ゲーム企業など大きくＶ字回復をし、好調な業界も 

あり、完全２極化状態となっています。 

そして、季節が秋から冬に変わり、新しい年を迎えようとし 

  ている中、第３波がやってきました。感染者数が日々増加して 

います。更に悪いことに、子どもにも感染しやすい変異種も見 

つかり、すでに日本でも感染者が確認されました。 

来年の干支の丑年は、「耐える年」「良い事の前触れの年」と言 

われています。世界が新型コロナを克服し、技術革新を次々と 

起こし、明るく輝く年になって欲しいと祈念します。 



✍受験生の皆様へ✐ 

  

年明けすぐに、受験生には総合テストが待っています。 

これは、中学３年間の内申点が決まる最後のテストです。 

内申点は、高校入試の合否を左右するとても重要な要素で、 

これを１点でも上げることが、合格に近づくことになります。 

総合テストは、内申点を上げる最後のチャンスです。 

年末年始は、色々なイベントやお誘いもあると思いますが、 

新型コロナに負けず、しっかり体調を整え、万全の準備を 

していきましょう。 

   富士塾は、いつでもあなたを全力で応援します！ 

 

✍特訓授業のお知らせ✐  

    

一月十二日(火)から受験生のための特訓授業を行ないます。 

  普段の授業以外に、もっと受験勉強をしたいという希望者の 

ための特訓授業です。有料となっていますので、日時や特訓 

料等の詳細は別紙にてご確認下さい。 

 

◇一月予定行事◇ 

▽二学期後半開始   … 五日（火） 

▽中三総合テスト  

小禄中     … 六日（水）・七日（木） 

鏡原中     … 七日（木）・八日（金） 

▽第４回県模試    … 九日（土） 

▽第５回県模試    … 二十四日（日） 

▽技能科目テスト（鏡原中一・二年）…二十八日（木） 


